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マ ッ ドミノー （Unth　ra 　timi） の リ ン パ球培養法 に

よ る放射線影響の 研究

須 山
一・

兵，江藤久美 （放医研
・
環境衛生，生物）

Dicentrlc　yield　ln　lyrnphecytes　of 　Umbra 　limi

after 　 X −irradiationガη 加 ’70

1PPEI　SuYAM へ，　HIsAMI 　EToH

　 マ
ッ ド ミ ノ ー

（Umbra 　limi）は 染色体数 2n ＝・　22，

す べ て の 染色体 が meta 一
な い し submetacentric

で 形 も比 較的 大 きく染色体異常の 研究に 適 し て い

る （Kligerman ， 1975）。マ
ッ ド ミノ ー

の 末稍血 の 全

血培養を 行 な っ た 。 培地 は ，TC 一
ユgg（pH7 ．2）80

％ foetal　bovinc　serum 　20％ に 抗生物質 を 適 量

加え，更に mitogen 　と して PHA −M （Difco）を

O．　02mlfml の 濃度に 加 え た もの を用 い た 。こ の 培

地 に 全長 12〜15cm の マ
ッ ド ミ ノーの 静脈洞 よ り無

菌的 に ヘ パ リ ソ 採 血 し約 0，lmto 血 液 を 加 え，20℃

で 密栓培養 した 。 染色体標本の 作製 は ，固定 上6時間

前に コ ル セ ミ ド （最終濃度o，3μg／m り を加え，ai「
−

dry 法 で 行 な っ た 。分裂像 は 3 日 目 よ り10日 目 ま で

観察 さ れ，4 〜61．旧 に ピ ー
ク が現わ れ た 。 姉妹染

色分体分染法 で 調べ た 結果，4 日 目 の 分裂豫は すべ

て 第 1 回 目の 分裂 で あ り，6 日 目で は 1／3 が第 1 回

目，2f3 が第2 回 目の 分裂像で あ る こ とが 分 っ た 。

培養開始後 1 時間以内に X 線（200kVp ）を 照射 し，

4 日 目に 染色体漂本 を作製 し．dicentricsを指標 と

し て X 線 の 影 響 を 調 べ た 。X 線は ，ユ00〜500R を 照

射 した が．200R 以 一巳の 照射群 で は ，現在十分 な 数

の 分裂中期矇は得られ て い な い
。

コ ソ ト 卩
一ル 群 の

91細胞中に は dicentrics は 1っ も観察 され な か っ

た 。 100R 照射群 で は ，269 個 の 細胞中1こ 20個 の

dicentriGS が観察 され た 。 1細 胞 当 り O．　074 個 で，

こ れ は ，Bender 　et　at．（1962） の ヒ トの 末稍 血 で の

値，O．060 と ほ ほ1同 レ ベ ル ，ま た，　 Leonard　 et　 al ．

（1S76）の ブ タ ．ヒ ツ ジ，ヤ ギ，ウ シ で の 値，0，020

〜0．042 よ りや や 高 い 。

マ ウス 表皮の増璋単位に 対する X 縁 の 影響

森 田敏照（愛知 が ん セ ン タ
ー

研 ・放），田 辺　昭 （愛

知学 院 大 ・歯 ・口 外），越田 豊（阪大 ・教養 ・生物）

The　effects 　of 　X
−irradiation　on 　epidermal 　pr  一

liferative　units （EPU ）in　 mouse 　skin

TOSHITERu 　MORITA ，　 AK 【RA 　TANABE ，　 YuTA ・

KA 　 KOSHIDA

　 マ ウス 表 皮 の 特 微 あ る 組織構築 で あ る 増魅単位

（EPU ）は ，増殖 と分化が高 次 に 制御 さ れ て い る場

合 に 存在 し得 る 構築 で あ る と考 え ら れ る ehairless

マ ウ ス の EPU に つ い て こ れ まで本学会で 報告 して

来 た。表皮に 対す る放射線の 障害とその 回 復 の 機講

を 明らか に す る 目的 で ，EPU と の 関連に お い て X

線照射 の 効果を 調 べ た 。X 線照射 は 、100kVp ，20

mA ，0、　lmmA1 フ ィ ル タ ー
t
　 28R ／min の 条件で

haiI’less マ ゥ ス の 背部皮膚 の 部分照射 に よ っ て 行な

っ た eEPU の 観察 は 表皮 の シ ート標 本 を 用 い ，表

皮細胞 の 分裂指数 お よ び 標識指数 は コル ヒ チ ン 処 理

お よ び 唄 一
チ ミ ジ ン 投与後の 表皮 の 組織漂本 と オ ー

トラ ジ オ グ ラ フ の 検索よ り求 め た 。
100R お よ び 450

R 照射後 6 口 目迄 は EPU に 変化は 認め られ なか っ

た 。照射直後 1こ 分 裂 の 低下，DNA 合成細胞数 の 減

少が見 られ，そ の 後次第に 増加 し，照射後 7 日 目に

は 各 々 の 正常を上 ま わ る結果 を示 し，部分的に 過増

生 を 呈す る 部位 が 認 め ら れ ，EPU 構造 の 乱れ た 部

位がス ポ ッ ト状 ｝こ存在す る こ と が認め られ た。12H

以 降 で は 基底細胞層は 正常 の 定常的増殖に 復帰 し．

EPU も正 常型 に 回 復 した。
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